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2018/5　①6.00％　②7.62％　③7.83％

（月末値）
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（注）ﾑﾝﾊﾞｲ中央ﾋﾞｼﾞﾈｽ地区における平方ﾌｨｰﾄ当たり月額賃料。

グラフで見るインド経済 2018 年６月号（Ｎｏ．１０２） 

２０１８年１～３月期の実質ＧＤＰ（国内総生産）は前年比+７．７％（前期は同+７．０％）と、７四半期ぶりの高い

伸びとなった。１～３月期は、輸出が前年比+３．６％と減速したものの、総固定資本形成が同+１４．４％（前期は

同+９．１％）と大幅に増加したことに加えて、政府支出が同+１６．８％（前期は同+６．８％）と３四半期ぶりの高い

伸びとなり、成長率を押し上げた。また、個人消費も前年比+６．７％と前期の伸び（同+５．９％）を上回った。直近

の月次指標をみると、４月の新車販売台数は前年比+７．５％（前月は同+６．４％）と堅調に増加した。 

【今月のトピック：政府が砂糖の余剰在庫対策を強化】 インドは世界第２位の砂糖の生産国であり、約５，０００万人がサトウキビ

の生産に従事している。現在、砂糖の商品市況は低迷しており、インドの製糖産業は約２５０万トンの過剰在庫を抱えている。生

産農家への経済的な悪影響を防止するため、インド政府は砂糖の過剰在庫の処理対策に乗り出している。具体的には、①砂糖

に課していた２０％の輸出関税の撤廃、②農家に対する製糖業者の代金支払いへの補助金の導入、③緩衝在庫の導入の検討、

である。こうした政策が実施される背景には、２０１９年の総選挙で農民からの与党支持を確保する狙いがあるとみられている。 

（出所）インド準備銀行、インド統計・計画実施省、ＯＥＣＤ、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 

 本レポートの目的は情報の提供であり、何らかの行動を勧誘するものではありません。本レポートに記載されている情報は、浜銀総合研究所・調査部が信頼できると考え
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(注)日経/マークイット発表。

貿易収支

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

2015年 2016 2017 2018

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

①貿易収支（左目盛） ②輸出（右目盛） ③輸入（右目盛）

10億ドル

  　

前年比、％
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（注）各構成項目は全体の上昇率（総合）への寄与度を意味する。

グラフで見るインド経済 2018 年６月号 

（出所）インド統計・計画実施省、インド商工省・同経済諮問部・同通商情報統計局、インド自動車工業会、インド準備銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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